
《今月の海上安全標語》 ～ 気をつけましょう…  ～
人は仕事に習熟すると危険に慣れてしまうとのこと。
しかも、慣れた人の災害は、慣れていない人の災害より大きいそうで…
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ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
真
っ
先
に
目
に
飛
び
込
む
「
よ
う
そ

ろ
」。
今
月
は
ど
な
た
が
担
当
な
の
だ
ろ
う
？
と
毎
月
楽
し
み

に
し
て
い
た
あ
の
コ
ー
ナ
ー
の
寄
稿
依
頼
が
つ
い
に
私
の
と
こ

ろ
に
も
や
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

　

心
の
準
備
が
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
ん
な
こ
と
な
ら
日
頃
か
ら

も
っ
と
面
白
い
ネ
タ
を
考
え
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て

も
後
の
祭
り
。
入
稿
締
め
切
り
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
刻
々
と

迫
り
、
頭
を
悩
ま
す
毎
日
。
そ
ん
な
毎
日
の
中
で
の
私
の
息
抜

き
は
、
趣
味
の
数
々
で
す
。

　

テ
ニ
ス
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
…
と
30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
色
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

40
歳
を
目
前
に
し
、
こ
こ
に
最
近
新
た
に
加
わ
っ
た
趣
味
が
「
釣
り
」
で
す
。

　

友
人
に
連
れ
ら
れ
沼
島
に
船
釣
り
に
行
き
、
サ
ワ
ラ
な
ど
の
大
物
を
釣
り
上
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
快
感

が
忘
れ
ら
れ
ず
、
そ
れ
以
来
ひ
と
り
で
で
も
近
く
の
堤
防
や
漁
港
な
ど
に
ふ
ら
り
と
出
か
け
て
は
魚
と
の

出
合
い
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

釣
り
を
始
め
る
に
あ
た
り
準
備
し
た
道
具
は
、
竿
や
リ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
な
の
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ

改
め
て
重
要
性
を
認
識
し
購
入
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
で
す
。
な
お
、
次
回
か
ら
は
県
漁
連
で
購
入
し
ま
す
…（
笑
）。

　

海
上
保
安
庁
が
取
り
ま
と
め
た
「
平
成
28
年 

海
難
の
現
状
と
対
策
」
に
よ
る
と
、
過
去
５
年
間
の
釣

り
中
の
海
中
転
落
に
よ
る
事
故
者
は
９
９
７
人
で
、
こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
の

は
た
っ
た
２
３
０
人
（
23
％
）
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
漁
業
者
の
漁
船
か
ら
の
海
中
転
落
時
の
着
用
率
も

17
％
と
、
極
め
て
低
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
事
故
に
遭
遇
し
た
際
に
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
る
と
生
存
率
は
２
倍
以
上
高
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
２
月
に
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
義
務
拡
大
を
控
え
て
い
ま
す
。
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
す
る
よ
う
に
、
漁
船
・
遊
漁
船
等
に
乗
船
す
る
方
や
波
止
や
磯
で
釣
り
を
す
る
方
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
大
切
な
命
は
ま
ず
は
自
ら
で
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
万
が
一
に
備
え
て
の
保
障
は
、
Ｊ
Ｆ
共
済
へ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

私
事
で
す
が
、
４
月
か
ら
Ｊ
Ｆ
共
済
の
推
進
担
当
に
な
り
、
現
在
は
淡
路
島
の
東
浦
地
区
を
回
っ
て
お

り
ま
す
。

　

浜
で
見
か
け
た
際
に
は
、
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
魚
の
話
、
釣
り
の
話
、
も
ち
ろ
ん
共
済
の

ご
相
談
な
ら
尚
更
大
歓
迎
で
す
。

表紙の言葉
「干しダコづくり」（淡路市）

No.731   September. 2017

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

海
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト共

水
連
兵
庫
県
事
務
所 

企
画
推
進
課　

桑 

原　

好 

美

　活きの良いタコを締める・下処理・干すといった作業を
苦戦しながら体験した児童たち。
　スーパー等で調理済みの魚介類が売られるのが主流と
なった昨今、自分で調理することによって、技術の継承や「い
のちをいただく」食べ物への感謝など多くのことを学んだ
と思います。
　作った干しダコで美味しいタコ飯をいただいたことでし
ょう。

	 ２	 ようそろ

	 ３	 兵庫県漁港漁場協会	通常総会・漁港漁場大会開催
	 	 淡路市水産まつり開催

	 ４	 ＪＦ仮屋青壮年部水産教室開催
	 	 塩田小学校５・６年生、干しダコ作りに挑戦

	 ５	 ノリ養殖技術研修会

	 ６	 兵庫県水産技術センター見学会・研究発表会開催
	 	 神戸海上保安部航行安全課からのお知らせ

	 ７	 大輪田塾現地視察研修

	 ８	 兵庫JCC通信

	 ９	 旬に想う
	 	 海難事故をなくそう

	 10	 ＪＦなぎさ信漁連	キャンペーン



拓水731号（2017年９月）

各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

3

　
兵
庫
県
漁
港
漁
場
協
会
（
会
長
：
浜

上
勇
人
香
美
町
長
）
で
は
、
８
月
22
日

（
火
）、
南
あ
わ
じ
市
の
ホ
テ
ル
「
う
め

丸
」
に
お
い
て
、「
第
66
回
通
常
総
会
」

並
び
に
「
第
57
回
兵
庫
県
漁
港
漁
場
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
通
常
総
会
で
は
、「
漁
業
者
の
力
を

一
つ
に
ま
と
め
て
、
漁
港
漁
場
と
い
う

大
切
な
基
盤
整
備
を
着
実
に
促
進
し
た

い
」
と
い
う
浜
上
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、「
水
産
業
の
振
興
に
全
力
を
傾

注
す
る
」
と
の
髙
松
宏
文
兵
庫
県
農
政

環
境
部
農
政
企
画
局
長
の
心
強
い
来
賓

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ｆ
明
石
浦
の
戎
本
裕
明
組
合
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
事
業
報
告
や
事
業
計

画
な
ど
、
予
定
さ
れ
た
全
て
の
議
題
が

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
兵
庫
県
漁
港

漁
場
大
会
に
は
、
県
下
各
地
か
ら
近
年

最
高
と
な
る
１
８
８
名
が
参
加
し
、（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
松
岡
英
二
理

事
の
来
賓
挨
拶
と
「
潤
い
と
活
力
あ
る

漁
港
・
漁
村
・
漁
場
づ
く
り
に
邁
進
す
る
」

と
い
う
守
本
憲
弘
南
あ
わ
じ
市
長
の
力
強
い

大
会
宣
言
の
あ
と
、
次
の
と
お
り
満
場
一
致

で
大
会
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
決
議
の
実
現
に
向
け
て
、

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
や
他
府
県
の

漁
港
漁
場
協
会
等
と
連
携
し
て
、
農
林
水
産

省
等
の
関
係
機
関
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議

員
、
県
当
局
等
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
開
か
れ
た
情
報
交
換
会
は
、
副
会

長
の
田
沼 

政
男
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
会
長
の
挨

拶
と
、
参
与
の
今
井 

猛
兵
庫
県
漁
港
課
長

の
乾
杯
に
始
ま
り
、
地
元
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
の

小
磯
富
男
組
合
長
の
中
締
め
後
も
し
ば
ら
く

余
韻
が
残
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

兵庫県漁港漁場協会 通常総会・漁港漁場大会を開催
　～県下各地から過去最高の188名集結～

　
淡
路
市
内
の
Ｊ
Ｆ
等
で
構

成
さ
れ
る
淡
路
市
漁
業
振
興

協
議
会
（
社
領 

弘
会
長
：

Ｊ
Ｆ
一
宮
町
）
主
催
に
よ
る

「
淡
路
市
水
産
ま
つ
り
」
が
、

９
月
２
日
（
土
）
に
淡
路
市

の
仮
屋
漁
港
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
祭
り
は
、
平
成
27
年
か

ら
開
催
さ
れ
て
お
り
、
魚
離

れ
を
少
し
で
も
止
め
、
地
元

の
魚
を
も
っ
と
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
の
想
い
か
ら
、
今
回
で
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
タ
イ
や
タ
コ
な
ど
の
鮮

魚
や
海
苔
な
ど
の
加
工
品

が
格
安
で
販
売
さ
れ
る
と

あ
っ
て
、
開
始
前
か
ら
長

蛇
の
列
を
作
っ
た
ほ
か
、

タ
コ
飯
、
ハ
モ
汁
の
振
る

舞
い
が
各
３
０
０
食
無
料

で
振
る
ま
わ
れ
、
約
１
時

間
程
で
な
く
な
る
な
ど
、

会
場
は
、
約
３
、０
０
０

人
の
来
場
者
が
訪
れ
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

（
文
： 

淡
路
市
漁
業
振
興

協
議
会
）

淡
路
市
水
産
ま
つ
り 

開
催

・ 

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
の
推
進
と

平
成
30
年
度
予
算
の
確
保

・ 

漁
港
海
岸
事
業
の
促
進
と
平
成
30
年

度
予
算
の
確
保

・
豊
か
な
海
の
再
生

・ 

県
の
漁
港
漁
場
整
備
等
に
対
す
る
施

策
の
強
化
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８
月
10
日
（
木
）、
Ｊ
Ｆ

仮
屋
青
壮
年
部
（
倉
本 

哲

也
部
長
）
は
淡
路
市
立
学
習

小
学
校
５
年
生
（
39
名
）
を

対
象
に
、
小
型
底
び
き
網
漁

業
の
見
学
な
ど
を
行
う
水
産

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
仮
屋
漁
港
内
で
４
隻
の
漁

船
に
分
乗
し
た
子
ど
も
た
ち

が
事
前
に
青
壮
年
部
員
、
同

Ｊ
Ｆ
女
性
部
員
ら
と
一
緒
に

作
っ
た
Ｅ
Ｍ
団
子
を
次
々
に

投
げ
入
れ
て
出
港
し
ま
し
た
。

　
沖
合
で
は
操
業
中
の
漁
船
に
近
づ
き
、小
型
底
び
き
網
漁
の
揚
網
作
業
を
見
学
し
、

実
際
に
水
揚
げ
さ
れ
た
漁
獲
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
タ
コ
や
ハ
モ
な
ど
の
旬
の
魚
の
他
に
、

小
型
の
サ
メ
や
シ
ャ
コ
な
ど

普
段
見
る
こ
と
が
少
な
い
魚

も
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
興

味
深
そ
う
に
触
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　
帰
港
後
は
、
県
洲
本
農
林

水
産
振
興
事
務
所
水
産
課 

高
倉
職
員
か
ら
、
県
内
で
漁

獲
さ
れ
る
魚
の
種
類
や
漁
法

に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
田
村

職
員
か
ら
は
栽
培
漁
業
と
養

殖
漁
業
の
違
い
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

Ｊ
Ｆ
仮
屋
青
壮
年
部
山
口
公

明
さ
ん
よ
り
地
元
の
漁
業
の

説
明
等
が
行
わ
れ
、
地
元
の

産
業
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て

理
解
し
て
も
ら
う
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
（
火
）
淡
路
市
漁
業
振
興

協
議
会
（
社
領 

弘
会
長 

Ｊ
Ｆ
一
宮
）
主

催
の
「
お
魚
教
室
」
が
淡
路
市
塩
尾
の

市
立
塩
田
小
学
校
５・６
年
生
児
童
計
26

名
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教

室
は
、
兵
庫
県
漁
業
士
会
が
中
心
に
開

催
し
て
い
た
時
期
も
合
わ
せ
て
今
年
で

９
回
目
と
な
り
ま
す
。こ
の
日
の
ス
タ
ッ

フ
は
16
名
で
、
同
協
議
会
と
県
・
淡
路

市
職
員
に
加
え
、
地
元
の
Ｊ
Ｆ
津
名
塩

田
支
所
の
職
員
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
漁
業

者
６
名
も
集
ま
り
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
事
務
局
松
野 

浩
幸
（
Ｊ

Ｆ
一
宮 

参
事
）
さ
ん
の
挨
拶
の
あ
と
、

干
し
ダ
コ
作
り
が
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、

お
手
本
と
し
て
県
洲
本
農
林
水
産
振
興

事
務
所
水
産
課
の
高
倉
職
員
と
田
村
職

員
が
、マ
ダ
コ
の
急
所
を
突
い
て
締
め
、

一
瞬
で
真
っ
白
に
な
る
様
子
を
見
せ
た

後
、
内
蔵
を
取
る
な
ど
下

処
理
を
実
演
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
ら
に
活
き

た
タ
コ
が
手
渡
さ
れ
、
下

処
理
に
挑
戦
で
す
。
活
き

の
良
い
タ
コ
を
締
め
る
作

業
に
手
こ
ず
る
児
童
が
多

か
っ
た
も
の
の
、
各
ス

タ
ッ
フ
の
補
助
も
あ
り
下

処
理
が
完
了
。下
処
理
後
、

干
す
作
業
を
実
演
し
、児
童
ら
も
干
す
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
ぬ
る
ぬ
る
の
タ
コ

が
う
ま
く
持
て
ず
地
面
に
落
と
し
て
し
ま

う
児
童
や
干
し
ダ
コ
の
形
に
上
手
く
仕

上
げ
ら
れ
な
い
児
童
な
ど
、
な
か
な
か

苦
戦
し
た
よ
う
で
す
が
全
員
が
干
し
ダ

コ
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
高
倉
職
員
と
田
村
職
員

に
よ
り
、
ク
イ
ズ
を
交
え
た
「
淡
路
市

の
漁
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
話
が
あ

り
、
児
童
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
作
っ
た
干
し

ダ
コ
は
学
校
で
一
晩
干
さ
れ
、
翌
日
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
か
ら
は
、「
気
持
ち
悪
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」、「
お
母
さ
ん
に

こ
れ
で
タ
コ
飯
を
作
っ
て
も
ら
う
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
、
貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

塩
田
小
学
校
５
・
６
年
生
、

 

干
し
ダ
コ
作
り
に
挑
戦

学習小学校５年生のみなさん

漁獲された魚の説明

栽培と養殖の違いについて

ＪＦ仮屋青壮年部が水産教室を開催
　～学習小学校5年生が小型底びき網漁業を見学～
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９
月
６
日
（
水
）
明
石
市
の
兵
庫
県
立
水
産

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
田

沼 

政
男
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
平
成
29
年
の

り
養
殖
技
術
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
ノ
リ
生

産
者
・
関
係
者
ら
約
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
会
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
ノ
リ

養
殖
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
必
要
な
知
識
技

能
を
習
得
し
、
ノ
リ
養
殖
業
の
経
営
安
定
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
は
７
課
題

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
（
別
表
参
照
）。

　
兵
庫
の
り
研
究
所
か
ら
は
、
養
殖
技
術
や
漁

場
環
境
の
報
告
と
平
成
29
年
度
の
育
苗
期
や
本

張
り
期
の
重
点
事
項
等
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
兵
庫
県
立
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー 

二
羽

主
席
研
究
員
よ
り
、
全
国
の
ノ
リ
養
殖
の
問
題

点
と
し
て
、
生
物
に
よ
る
食
害
に
つ
い
て
や
温

暖
化
に
よ
る
被
害
と
し
て
赤
ぐ
さ
れ
病
等
の
発

症
に
つ
い
て
詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
㈱
高
岡
屋 

高
岡 

則
夫
社
長
は
、
兵

庫
県
産
ノ
リ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
使
用

状
況
や
海
外
で
の
ノ
リ
消
費
の
動
向
に
つ
い

て
「
需
要
の
主
力
と
な
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
用
ノ
リ

で
も
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
を
意
識
し
た
ノ
リ
づ
く
り

の
」
の
提
案
や
、
海
外
で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
の

高
ま
り
か
ら
「
日
本
食
＝
寿
司
と
い
っ
た
認
識

が
あ
り
、
世
界
で
ノ
リ
が
足
り
な
い
状
況
に
あ

る
」
と
い
っ
た
情
報
か
ら
、「
そ
も
そ
も
兵
庫

県
に
は
ノ
リ
は
な
か
っ
た
が
、
浮
き
流
し
漁
法

の
開
発
な
ど
先
人
達
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
大

漁
場
と
な
っ
た
。
新
た
に
技
術
革
新
を
起
こ
す

よ
う
な
気
持
ち
で
高
品
質
で
衛
生
安
全
な
ノ
リ

を
多
く
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
伸
び
続
け

る
需
要
に
応
え
「
ノ
リ
を
未
来
に
残
し
て
ほ
し

い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
研
究
発
表
、

講
演
、
報
告
も
関
心
が
高
く
、
会
場
で
は
熱
心

に
聞
き
入
る
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ノ
リ
養
殖
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
で
研
修

　

～
平
成
29
年 

ノ
リ
養
殖
技
術
研
修
会
～

題　　　　目 講師・発表者

アオノリ養殖における技術開発について（研究発表） 森重　雄大（ＪＦ兵庫漁連 兵庫のり研究所 主任）

近年のノリ漁場環境について（研究発表） 竹迫　史裕（ＪＦ兵庫漁連 兵庫のり研究所 主任）

全国のノリ養殖漁場が抱える問題について（講演） 二羽　恭介（兵庫県立水産技術センター 主席研究員）

平成29年度漁期にむけて（研究発表） 川崎　周作（ＪＦ兵庫漁連 兵庫のり研究所 所長）

兵庫県産海苔のコンビニ使用について （講演） 高岡　則夫（株式会社高岡屋 代表取締役社長）

のり養殖時の安全対策について（報告事項） 重金　　力（神戸海上保安部航行安全課 第一海務係長）

発災時の明石海峡航路等における航行ルールの策定について（報告事項） 川端　成記（第五管区海上保安部交通部航行安全課）
（発表順：敬称略）

「ノリを未来に！」と話された高岡社長新たな色落ち原因プランクトンの報告も
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兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
頃
調
査
研

究
し
て
い
る
課
題
や
、
そ
の
成
果
を
水
産
関
係
者
に

お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
広
く
県
民
の
方
々
に
水

産
業
を
身
近
に
感
じ
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
、
見
学
会
と
研
究
発
表
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
見
学
会
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
内
容
で
、
研
究
発
表
会
は
よ
り
分
か
り
や
す

く
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
台
風
５
号
が
通
過
し
た
翌
日
、
８
月
８
日

に
見
学
会
・
研
究
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
見
学
会
で
は
、
海
や
魚
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
顕
微
鏡
を
使
っ
た
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
観
察
、
煮
干
し
の
解
剖
、
魚
拓
の
作
成
を
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
や
、
画
像
や
実
物
の
魚
を
見
な
が
ら

の
水
産
業
の
学
習
、「
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル
」
で
生
き

物
に
触
れ
る
体
験
な
ど
を
行
い
、
小
学
校
低
学
年
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
の
研
究
発
表
会
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
研
究
内
容
に
加
え
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
の
女
性
部
か
ら
も

実
績
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
別
表
参
照
）。

県
内
の
漁
業
者
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｆ
関
係
者
、
行
政
や

研
究
機
関
関
係
者
、
一
般
参
加
者
等
、
数
多
く
の
方

の
ご
出
席
を
得
て
、
本
県
の
水
産
試
験
研
究
の
最
新

成
果
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
出

席
し
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
後
も
よ
り
分
か
り
や
す
く
楽
し
い
内
容
で
こ
の

会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
来
年
も
是
非
、
当

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
）

平
成
29
年
度 

兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
見
学
会
・

研
究
発
表
会
を
開
催

神戸海上保安部航行安全課からのお知らせのり網注意！

発  表  内  容 発　 表 　者
水産技術センターの業務と近年の主な研究成果 水産技術センター水産環境部 専門技術員 大石　賢哉
浜のかあちゃんの「ほたるいかつくだ煮」を商品化 浜坂漁業協同組合女性部 川越しのぶ
但馬沖のズワイガニ、アカガレイ保護育成礁で桁網の
操業にチャレンジ 但馬水産技術センター 主席研究員 岡本　繁好

外殻の色や形に着目したマガキの集団選抜育種 水産技術センター水産増殖部 主席研究員 谷田　圭亮
温暖化に対応したワカメの種苗づくり
　～種苗不足の解消に向けた取り組み～ 水産技術センター水産増殖部 主席研究員 二羽　恭介

（発表順：敬称略）

のり生産者の皆さんに
お願いしたいこと

・夜間における明示ブイの同期点滅
・明示ブイの大型化
・俵ブイの２段重ね
・危険を知らせる看板の設置
・ブイの色はオレンジ色が有効

★ライフジャケットの着用
　自身はもちろん、
　　家族のためにつけよう
　　　ライフジャケット！
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今
年
度
の
大
輪
田
塾
現
地
研
修
は
県

内
研
修
と
し
８
月
29
日
（
火
）・
30
日

（
水
）
に
行
い
ま
し
た
。

　
29
日
は
加
東
市
に
あ
る
株
式
会
社 

大
西
コ
ル
ク
工
業
所
を
訪
れ
、
発
砲
ス

チ
ロ
ー
ル
製
品
等
の
工
場
を
見
学
し

ま
し
た
。
原
料
ビ
ー
ズ
に
蒸
気
を
あ
て

膨
ら
ま
せ
た
発
砲
ビ
ー
ズ
を
金
型
に

入
れ
、
も
う
一
度
蒸
気
を
か
け
る
こ
と

に
よ
り
膨
ら
ん
だ
ビ
ー
ズ
同
士
が
熱

で
く
っ
つ
き
製
品
に
な
る
様
子
を
見

学
し
、
普
段
何
気
な
く
使
う
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
品
が
こ
の
様
に
造
ら
れ
る

こ
と
を
学
ぶ
と
共
に
、
養
殖
筏
で
使
う

Ｋ
Ｐ
フ
ロ
ー
ト
や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
は
但
馬
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
森 

俊
郎
主
席
研
究
員
よ
り
兵

庫
県
の
水
産
加
工
品
に
つ
い
て
の
説
明

や
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の

水
産
加
工
流
通
部
門
で
の
漁
業
者
・
水

産
加
工
業
者
・
行
政
と
一
体
と
な
っ
た

試
験
研
究
の
取
組
み
な
ど
、
兵
庫
県
内

の
加
工
相
談
や
利
用
加
工
試
験
の
歴
史

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
次
に
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
を
訪
れ
、
丸
山
和

彦
統
括
本
部
長
よ
り
、
但
馬
の
漁
業
・

農
業
・
醸
造
で
誕
生
し
た
「
ま
る
ご
と

魚
お
醤
油 

但
馬
一
滴
」
や
県
産
海
苔

を
原
料
に
魚
醤
を
使
っ
た
調
味
料
で
味

付
け
し
た
味
付
け
海
苔
の
商
品
開
発
な

ど
、
今
後
の
販
売
展
開
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
を
訪
れ
、

川
越
一
男
組
合
長
よ
り
カ
ニ
頼
み
の
経

営
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
第
2
の
ブ
ラ

ン
ド
魚
種
と
し
て
ホ
タ
ル
イ
カ
に
着
目

し
、
チ
ュ
ー
ブ
パ
ッ
ク
に
入
れ
出
荷
す

る
「
浜
ほ
た
る
」、
一
年
中
出
荷
で
き

る
プ
ロ
ト
ン
凍
結
ホ
タ
ル
イ
カ
に
販
売

に
つ
い
て
の
取
組
み
、
観
光
協
会
等
と

協
力
し
て
誕
生
し
た
「
カ
ニ
ソ
ム
リ

エ
」、
学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
４
か
所
で
現
地
研
修
を
受
け
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
大
き
な
視
察
と
な
り
ま
し

た
が
、
但
馬
地
域
漁
協
の
取
組
み
や
県

内
水
産
加
工
品
の
歴
史
な
ど
多
く
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大輪田塾現地研修
　～加東市・但馬地域へ～

但馬水産技術センター 森主席研究員の講義

蒸気を当て膨らんだ発砲ビーズ

大西コルク工場見学

ＪＦ浜坂 川越組合長の講義

ＪＦ但馬 丸山統括本部長の講義
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　７月31日（月）14時～17時、兵庫県農業共済会

館において、互いの活動を知り、組合員・職員の

交流を図ることを目的とした「医療生協いち押し

活動交流会」を開催。8医療生協の組合員、役員

と職員あわせて67人が参加しました。

　各医療生協が取り組みを進めている一押しの活

動を発表し、グループ毎に発表についての意見交

換と、発表者との質疑応答を通して交流を深めま

した。

　参加者からは「他生協の活動が良く理解できま

した。３時間があっという間でした」「じゃんけ

んゲームや漢字パズルなど参加型の発表が良かっ

た」「いち押し活動だけあって、きめ細かく活動さ

れていると刺激を受けました」「来年も開催してほ

しい」などの感想が寄せられ、有意義な交流会と

なりました。

　７月５日から６日にかけて、九州北部で発生し

た集中豪雨では、大分県と福岡県を中心に田畑の

水没、ビニールハウスの倒壊や土砂の流れ込み、

果樹園の崩落など深刻な農業被害をもたらしまし

た。

　ＪＡグループ兵庫は被害を受けた地域の被災者

を支援するため、8月２日に大分、３日に福岡と、

両県の中央会を訪れ、それぞれ見舞金100万円を

贈りました。

　見舞金は、ＪＡが県内外で発生した甚大な災害

や事故に対して積み立てている災害見舞基金およ

び連合会からの拠出金を活用しました。

　また、ＪＡグループ兵庫では、九州北部豪雨被

害からの復旧、復興を支援するため、ＪＡグルー

プ役職員を対象にＪＡグループ兵庫九州北部豪雨

被害支援募金を実施。ＪＡ・連合会から集まった

支援募金は、ＪＡグループの災害対策本部へ送金

しました。

大分、福岡の中央会を訪問し、
九州北部豪雨復興支援の

見舞金を贈呈

「兵庫県生協連 医療生協

いち押し活動交流会」開催

ＪＡ福岡中央会倉重会長（左）に見舞金を贈呈する石田会長 活動発表 姫路医療生活協同組合
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००
写真と文

༡ํࢠ

◆
健
康
に
対
し
て
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
た
の
は
、
高
齢
者
が
多
く 

な
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
働
く
世
代
が
少
な
く
な
り
、
要
介
護
の
年

齢
層
が
増
加
傾
向
な
の
は
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。
医
師
会
主
催
の

講
演
会
が
、
予
備
席
も
満
杯
に
な
る
盛
況
で
、
思
わ
ぬ
反
響
に
慌
て
た

よ
う
だ
っ
た
。
年
寄
り
が
多
く
て
立
ち
見
さ
せ
る
訳
に
も
い
か
ず
、
通

路
に
補
助
椅
子
を
出
す
事
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
か
、
鄭
重
に
諦
め
る

よ
う
説
得
し
て
い
た
。
講
話
は
昨
今
の
医
事
医
療
問
題
を
取
り
上
げ
、

現
場
の
医
師
に
よ
る
説
得
力
あ
る
内
容
で
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

《
生
活
習
慣
病
・
足
腰
の
痛
み
・
眼
病
・
痴
呆
症
》な
ど
、
老
齢
者
を
取

り
巻
く
話
題
は
多
く
、
そ
れ
へ
の
対
応
策
の
色
々
や
、
技
術
進
歩
に
も

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

◆
内
視
鏡
に
よ
る
大
腸
検
査
を
受
け
た
。
異
常
が
あ
っ
て
の
検
査
で
な

く
、
健
康
診
断
に
付
随
し
た
検
査
で
気
は
楽
だ
っ
た
が
、
前
日
か
ら
の

準
備
に
少
し
緊
張
し
た
。
消
化
の
良
い
粥
を
摂
り
、
午
後
に
腸
内
泡
消

し
剤
を
服
み
、
夕
食
後
に
下
剤
を
服
む
。
検
査
当
日
は
絶
食
し
、
朝
に

腸
内
洗
浄
液
２
ℓ
を
２
時
間
掛
け
て
服
ん
だ
が
、
此
れ
が
か
な
り
し
ん

ど
い
。
途
中
、
気
分
が
悪
く
な
る
事
も
あ
る
と
い
う
。
昨
夕
の
下
剤
効

果
で
下
痢
が
続
い
て
、
洗
浄
液
が
効
い
て
厠
通
い
十
数
回
は
大
変
だ
っ
た
が
、
澄

ん
だ
色
に
な
っ
て
準
備
完
了
。
病
院
へ
直
行
し
検
査
衣
に
着
替
え
横
臥
。
内
視
鏡

が
滑
り
込
み
、
直
ぐ
大
腸
内
部
が
テ
レ
ビ
画
面
に
鮮
明
に
映
る
。
自
分
の
腹
中
観

察
は
初
経
験
だ
っ
た
。
螺
旋
状
の
隧
道
が
延
々
と
続
き
、
以
前
に
見
た
映
画
『
ミ

ク
ロ
の
決
死
圏
』を
思
い
出
す
。
確
か
な
技
術
進
歩
に
感
謝
・
感
謝
で
あ
っ
た
。

◆
医
事
に
関
し
た
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
。
誤
診
や
医
療
ミ
ス
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
高
額
な
賠
償
金
請
求
の
裁
判
も
話
題
に
な
る
。
近
年
、
起
こ
し
た
医
療

事
故
は
２
千
数
百
件
と
過
去
最
多
で
あ
る
と
い
う
。
少
し
恐
ろ
し
い
数
値
だ
が
、

医
師
は
百
％
の
自
信
を
持
ち
治
療
に
臨
む
事
は
少
な
い
そ
う
だ
。
大
抵
は
良
く
判

ら
ぬ
ま
ま
、
患
者
の
様
子
を
観
察
し
つ
つ
対
応
す
る
の
が
現
実
ら
し
い
。
毎
年
の

定
期
検
診
を
欠
か
さ
ず
受
け
た
作
家
が
、
末
期
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ
「
医
者
の
悪
口

は
言
わ
な
い
」と
書
き
残
し
て
旅
立
っ
た
。
い
い
最
期
だ
。

◆
医
術
は
科
学
の
応
用
で
あ
る
か
ら
、時
に
は
失
敗
も
起
こ
り
得
る
。臓
器
移
植
・

遺
伝
子
治
療
・
細
胞
再
生
な
ど
、
先
端
医
療
は
間
口
が
広
く
て
奥
行
き
は
ズ
ー
ン

と
深
い
。
ど
う
進
展
す
る
の
か
全
く
予
測
が
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ
企

業
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
成
長
で
き
る
Ｅ
Ｓ
細
胞
を
、
視
力
の
殆
ど
な
い
状
態

の
患
者
の
網
膜
へ
移
植
し
、
か
な
り
視
力
が
改
善
で
き
た
と
い
う
。
ま
だ
予
断
を

許
せ
ぬ
状
況
な
が
ら
、
未
来
へ
光
芒
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
中
国
の
古
書
『
黄

帝
内
経
』に
《
人
の
天
年
は
百
歳
で
あ
る
》と
明
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
平
均
寿
命

は
毎
年
延
び
て
お
り
、
そ
れ
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
う
。

彼
岸
花

ライフジャケットを
着用しよう！

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでない方は是非！

※ 国土交通省の型式承
認試験基準に合格した
ものではありませんの
で、一人乗りの漁船の
場合、ライフジャケッ
トを着用してください。

海難事故をなくそう！

浮力合羽
モデル：ＪＦ兵庫漁連
　　　　浜田和行さん

医事療法のこと

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連のり海藻部資材担当（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。
自分自身のために、そして、家族のために是非、着用してください！
“平成30年２月	ライフジャケット着用義務化はじまる！”

ライフジャケット
モデル：（一社）淡路水交会
　　　　奈良三恵事務局長
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